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古代文字資料館発行『KOTONOHA』151 号（2015 年 6 月） 

 

八思巴字官印集釈 

―『隋唐以来官印集存』の湖陽等處武勇義兵百戸印― 

吉池孝一 

 

一 

 羅振玉『隋唐以来官印集存』民国五年(1916 年)の三十葉ウラ左に元代パスパ文字官印の

背刻拓本と印影が収められている。当該書巻頭の「目録」の記述によると、背刻には「湖

楊等處武勇義兵百戸印」 「中書禮部造至正十八年三月日」とあるという。拓本写真による

と「湖□等処武勇□兵□□」 「中書礼□造/至正十八年三月日」と読める。印影は縦 6.3cm×

横 6.3cm。印文は、左行より縦に読み、行は右に向かって進む。篆書体パスパ文字で次のよ

うにあり、「湖陽等處武勇義兵百戸印」となる。この読みは照那斯圖 1977 の印 4 及び照那

斯圖・薛磊(2011)の§528 にある。 

1 行目：u【湖】- y1(a)ŋ【陽】-dhiŋ【等】 

2 行目：č‘eu【處】-vu【武】 

3 行目：y1euŋ【勇】-ŋi【義】-biŋ【兵】 

4 行目：b(a)y【百】-u【戸】-y2in【印】1 

 

二 

『蒙古字韻』 y1 と称されるものと影母 y2 と称されるもの

がある。『蒙古字韻』本文中の用法によると喩母は、開口二等疑母、開口三等喩母、開口

四等喩母・疑母、合口四等喩母からなり、影母は、開口二等影母、開口四等影母、合口四

等影母からなる。この y1 と影母 y2 の区別は『蒙古字韻』 にみえるが、それ以外

の資料で確認できるのは稀である。本官印では、1 行目第 2 字の y1(a)ŋ【陽】と 3 行目第 1

字の y1euŋ【勇】は喩母字でありパスパ文字の字形も同一であるが、4 行目第 3 字の y2in

【印】は影母字であり、前二者とは字形を異にする。これにより、吉池孝一(2011)は、この

官印は「喩母と影母を意図的に区別していたとみてよいであろう」としつつも「さらに広

く官印の文字を精査する必要があろう」とした。印に相当するパスパ文字の字形を、装飾

として意図的に変化を付与して記したとも考えられるからである。そうであるならば、音

韻の相違に対応する訳ではないということになる。広く官印を調査し音韻としての区別が、

傾向として認められるかどうか、精査しなければならない。 

 

                                                   
1 ローマ字翻字は吉池(2005)を修正したものである。ローマ字右の漢字は伝統的な 36 字母。

〈子音〉  g見  k‘渓  k群  ŋ疑  d端  t‘透  t定  n泥  l来  

b 幫  p‘滂  p 並  m 明  f (  f1 奉  f2 非敷。f1,f2 の区別がない場合は f と

する。1 は旧濁音、2 は清音。以下数字を用いるものは同様)、  v 微  ǰ照知  č‘穿徹 

 č 床澄  ň 娘  š (  š1 禅  š2 審)  ž 日  j 精  c清  c 従  s 心 

 z 邪  ･影  h ( h1 匣 h2 暁)  匣合  y (  y1 喩  y2 影 (幺)) 

 ’ 魚(喩)  r  q 〈半母音〉  ŭ  ĭ 〈母音〉  u  i /  ė  e /

 o とし、母音 a は( )を付して補写する。 
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